
七
月
に
入
り
、
ま
だ

梅
雨
前
線
が
各

地
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
早

く
明
け
る
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、
明

け
る
と
一
気
に
猛
暑
と
な
り
、
そ
れ

も
ま
た
夏
ら
し
く
な
り
良
い
反
面
、

暑
さ
に
弱
い
人
に
と
っ
て
は
、
苦
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
ま
も
な
く
一
学
期
も
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
全
体
も

体
育
祭
が
終
わ
っ
て
か
ら
落
ち
着
い

た
学
校
生
活
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
時
期
は
県
総
体
も
終
わ

り
、
三
年
生
は
、
自
分
の
将
来
が
係
っ

て
い
る
受
験
モ
ー
ド
に
突
入
し
ま
し

た
。

【
七
月
の
行
事
予
定
】

期
末
考
査

七
月

三
～
八
日

第
二
回
大
学
出
前
講
座

十
〇
日

柏
崎
管
内
企
業
説
明
会

十
一
日

進
研
／
看
・
医
／
公
務
員
模
試

十
二
～
十
三
日

防
災
避
難
訓
練

十
四
日

性
に
関
す
る
講
話

十
六
日

『
海
の
日
』

二
十
一
日

球
技
大
会

二
十
三
～
二
十
四
日

終
業
式

二
十
五
日

夏
期
休
業

二
十
六
日
～

学
習
合
宿

二
十
九
～
三
十
一
日

例年、ＡＯや推薦入試のための面接・小論文指導

を多くの先生方が担当しています。そのため、小論

文の段落構成や添削のポイント、小論文と作文の違

いなど、指導する際のポイントについて研修しました。

常盤生のみなさん、先生方、２週間教育実習お世話になりました。みなさんの

おかげで楽しい実習になりました。３年間、生徒として生活していた常盤で先生と

呼ばれるのは、とても不思議な感覚でした。もう卒業して４年も経つのですが、常

盤は私たちの頃と変わらず、明るい学校ですね。そして、いい先生方がたくさん

いるなと思いました。生徒想いの先生方ばかりで、みなさん本当に恵まれている

と思います。そんな先生方と高校生の時にしかできないようなことにたくさんチャ

レンジして、いい思い出をいっぱい作ってください。～勉強も忘れずにね。みなさ

んの希望の進路がかなうことを心から祈って応援しています。 ２週間ありがとう

ございました。 平成26年6月6日 新潟大学 山田 恵

■ 〈幼児教育学〉 ■

『保育の仕事ってなあに』

－新潟中央短期大学－

６月１９日(木)

高校での取り組みを定期的に

紹介します。

ご意見ご感想をお寄せください。

電話 0257-23-6205 (代表）

■ 〈情報工学〉 ■

『化学＋情報工学→？』

－金沢工業大学－

■ 〈スポーツ心理学〉 ■

『“あがり”と“さがり”』

～試合で実力を発揮する心理～

■ 〈法学〉 ■

『日常生活と民法』

～隣人訴訟を素材として～

六
月
七
日(

土
）
は
、
P

T

A

主

催
に
よ
る
保
護
者
対
象
の
〝
進
学

講
演
会
〟
を
刈
羽
村
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
「
ラ
ピ
カ
」
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。
演
題
は
『
や
が
て
社

会
に
出
る
高
校
生
の
た
め
に
、
皆
さ

ま
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
』
題

し
て
、
親
の
立
場
と
し
て
は
、
少
し

胸
に
突
き
刺
さ
る
内
容
で
し
た
。

六
月
二
十
日(

金
）
に
は
、

三
年
保
護
者
対
象
の
〝
第
二

回
進
路
説
明
会
〟
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

①
推
薦
入
試
・

A

O

入
試

に
つ
い
て
、

②
学
習
合
宿

に
つ
い
て
、

③
今
後
の
進

路
指
導
の
流
れ
に
つ
い
て
、

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
入
試
シ
ス
テ
ム
の
理
解

や
間
近
に
迫
り
つ
つ
あ
る
現

実
的
な
内
容
に
、
た
だ
子
供

た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
進
学
に
は
金
銭
も

大
き
く
家
庭
に
影
響
し
ま
す
。

親
も
進
路
を
子
供
任
せ
に
せ

ず
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

近年、一層多様化する進路

選択や入試制度について知

ると共に、子供たちが高校卒

業後、明確な目標を持って充

実した学生生活を送ること、

それが就職難、厳選採用の

この時代に打ち勝ち、社会で

使命を果たす秘訣であること

を確認しました。


